
1998年 出土の木簡

う

つ
の
み
や

ず
　
し

ば
く

ふ

神
奈
川
・宇
津
宮
辻
子
幕
府
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
小
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宇
津
宮
辻
子
幕
府
跡
発
掘
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
原
　
廣
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衡
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

（
〓
二
世
紀
―
一
四
世
紀
前
半
）、
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅
の
北
東
方
約
四
七
〇
ｍ
、
鶴
岡
八
幡
宮
前
面
の
若
宮

大
路
東
側
域
で
、
中
世
鎌
倉
の
中
枢
部
に
所
在
し
て
い
る
。
県
遺
跡
台
帳
に
よ

る

「宇
津
宮
辻
子
幕
府
跡
」
の

範
囲
は
、
東
西
が
若
宮
大
路
と

小
町
大
路
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
、

南
辺
を
宇
津
宮
稲
荷
神
社
に
至

る
露
路
、
北
辺
を
清
川
病
院
北

側
の
道
路
と
す
る
、
東
西
約

一

九
〇

ｍ
南
北

一
六
〇

ｍ
余
り
の

長
方
形
区
画
で
あ
る
。
調
査
地

点
は
こ
の
う
ち
現
小
町
大
路
に

面
し
た
北
東
隅
の

一
角
に
所
在
す
る
。
本
遺
跡
北
隣
に
は
執
権
北
条
泰
時

・
時

頼
の
正
邸
と
も
、
若
宮
大
路
の
幕
府
の
所
在
地
と
も
い
わ
れ
る

「北
条
小
町
邸

跡
」
の
遺
跡
が
位
置
す
る
。
幕
府
は
嘉
禄
元
年

（
〓
〓
一五
）
泰
時
の
と
き
、

大
倉

（八
幡
宮
東
側
。
現
清
泉
小
学
校
付
近
）
か
ら
宇
津
宮
辻
子
に
移
り
、
そ
の

後
、
嘉
禎
二
年

（
〓
〓
三
〇

に
若
宮
大
路

「東
頬
」
へ
移
転
し
た
の
が
若
宮

幕
府
で
あ
る
。

中
世
の
遺
構
は
、
道
路

・
溝

・
井
戸

・
土
留
状
遺
構
な
ど
で
あ
る
。
特
に
鎌

倉
時
代
前
期
―
末
期
に
か
け
て
の
小
町
大
路
の
西
側
溝
に
あ
た
る
木
組

・
薬
研

形
の
溝

（溝
一
二
二
・
四
）
と
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
木
組
南
北
溝

（溝
一
じ
が
宇

津
宮
辻
子
幕
府
跡
と
推
定
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
初
め
て
確
認
さ
れ
た
。
木
簡

の
出
土
し
た
溝
二
は
、
現
小
町
大
路
の
西
約

一
二
ｍ
に
位
置
す
る
若
宮
大
路
と

平
行
し
た
木
組
構
造
で
、
規
模
は
幅
二

・
一
ｍ
深
さ

一
ｍ
以
上
を
測
り
、
土
台

や
束
柱
な
ど
の
木
材
が
良
好
な
状
態
で
確
認
さ
れ
た
。
木
簡
は
こ
の
溝
底
か
ら

出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
溝
二
は
方
向
や
規
模
、
そ
の
時
期
か
ら
み
て
、
若
宮

大
路
御
所

（幕
府
）
ま
た
は
北
条
小
町
邸
の
外
郭
溝

（堀
）
の

一
部
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

【Ш　　　「　　　　〔せ
力〕　　　　　　　む、嚇呼ヵ〕

三
丈
　
□
き
の
や
ま
の
口
□

ｏ　
　
　
　
　
　
∞ｏ斐
釦叉
⇔
冨

文
字
は
二
行
書
き
で
左
行
下
部
に
釘
穴
ら
し
き
小
孔
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
　
８９

(横須賀 )



表
面
が
荒
れ
て
墨
痕
が
薄
く
な
り
判
読
し
づ
ら
い
。

こ
の
木
簡
は
長
さ
と
人
名
を
記
し
て
い
る
が
、
若
宮
大
路
両
側
溝
の
出
土
例

（本
誌
第
七
・
一
八
。
一
九
号
）
と
同
じ
く
、
溝
の
普
請
を
幕
府
が
御
家
人
た
ち

に
課
役

（御
家
人
役
）
と
し
て
割
り
当
て
た
工
事
区
間
の
表
示
札
と
推
定
さ
れ
、

若
宮
大
路
以
外
で
発
見
さ
れ
た
の
は
本
例
が
初
め
て
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら

の
事
例
か
ら
判
断
す
る
と
、
当
初
は
上
端
と
左
右
両
側
面
を
削
っ
て
調
整
し

一

端
を
尖
ら
せ
た
形
態
で
あ
り
、
下
端
の
刃

（鋸
か
）
を
入
れ
た
切
断
痕
は
二
次

的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
樹
種
は
杉
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

神
奈
川
県
考
古
学
会

「鎌
倉
市
宇
津
宮
辻
子
幕
府
跡
」
６
第
二
一
一回
神
奈
川
県

遺
跡
調
査
・
研
究
発
表
会
　
発
表
要
旨
』
一
九
九
八
年
）
　
　
　
　
　
（原
　
廣
志
）
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